
船舶事故等調査報告書 

                                    平成２４年５月３１日 

                             運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１０仙第９３号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２２年８月７日（土） １０時１０分ごろ 

発生場所 新潟県粟島浦村粟島南南東方沖 

 粟島灯台から真方位１５９°７.２海里付近 

 （概位 北緯３８°２０.６′ 東経１３９°１７.６′） 

事故等調査の経過  平成２２年１０月８日、本事故の調査を担当する主管調査官（仙台事務

所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 警戒船 新海
しんかい

丸、３２９トン 

   １２２５８８、新日本海事株式会社 

Ｂ モーターボート Ｍａｒｉｎ
マ リ ン

ｅ Ｃａｔ
キ ャ ッ ト

、２.６トン 

   ２２０－２２１２６新潟、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、三級海技士（航海） 

Ｂ 船長Ｂ、免許不詳 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ なし 

Ｂ 船外機カバーに亀裂 

 事故等の経過  Ａ船は、船長ほか９人が乗り組み、海洋調査船の前方警戒作業を行って

いたところ、調査線上にＢ船が錨泊して釣りを行っているのを認め、Ｂ船

に抜錨して移動するように連絡したが、Ｂ船がそのまま錨泊を続けていた

ので、再度、連絡しようとして間近に接近した際、潮流により圧流され、

前進の行きあしが止まらなかった。 

 Ｂ船は、錨泊して釣りを行っており、Ａ船から海洋調査船が接近するの

で抜錨して移動するように連絡されたが、そのまま錨泊を続けていた。 

 両船は、平成２２年８月７日１０時１０分ごろＡ船の右舷船首部とＢ船

の船外機とが衝突した。 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 東北東、風力 １ 

海象：潮汐 高潮時、潮流 約２ノットの北北東流 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

Ａ あり、Ｂ 不明 

Ａ なし、Ｂ 不明 

Ａ あり、Ｂ 不明 

 Ａ船は海洋調査船の前方警戒作業中、Ｂ船は錨

泊中、粟島南南東方沖において、両船が衝突した

ものと考えられる。 

 Ａ船は、Ｂ船に抜錨して移動するように連絡し

たが、Ｂ船が移動しなかったので、再度、連絡を

しようとしてＢ船の間近に接近した際、潮流によ

り圧流されて前進の行きあしが止まらなかったも

のと考えられる。 



 Ｂ船は、Ａ船から抜錨して移動するように連絡

を受けたのちも錨泊を続けていたものと考えられ

るが、Ｂ船側から情報を得られなかったため、そ

の状況を明らかにすることはできなかった。 

原因  本事故は、粟島南南東方沖において、Ａ船が海洋調査船の前方警戒作業

中、Ｂ船が錨泊中、Ａ船が、Ｂ船に連絡しようとして間近に接近した際、

潮流により圧流されて前進行きあしが止まらなかったため、両船が衝突し

たことにより発生したものと考えられる。 

 

 




